
いかだに乗って海に漕ぎ出すことにより、冒険を体験し、海に親しみ海と
のかかわりを考えさせる。

①仲間と一緒に、持ち運んだり漕いだりすることで人間関係を深めること
ができる。
②レースをしたり、進路を譲り合ったりすることでお互いの親睦を図ること
ができる。
③いかだで海に出ることで、自然に親しむことができる。
④重たいいかだを運んだり、漕ぐことで挑戦力、忍耐力を養うことができ
る。

小学校中学年から

１艇あたり６名　　２０艇あり

キャンプ場海岸（高汐海岸）

６０分～９０分

全指導

６月から９月

なし

いかだレースをする場合は、コース打合せ。

活動前

①指導員と所要時間と指導内容を確認する。
②トイレに行かせる。
③ピロティにて、参加者を待機させる。
④ライフジャケットとオールを配布する。

活動中
湾内の活動であるため、参加者の動きに気を配る。
また、指導者用のボートに乗船し参加者の近くで指導する。

活動後

①人員点呼する。
②用具が片付けられているか確認する。
③ピロティにて、参加者を待機させる。
④ふりかえりをさせる。

ライフジャケットの装着

【貸出用具】
○いかだ（６名乗り）２０艇　○ライフジャケット　○オール

所要時間
①説明　（２０分）
②活動
③片付け（１５分）
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